
8
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答

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
等
に
つ
い

て
は
、
住
民
、
利
用
者
、
事
業
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、
利

用
実
態
調
査
を
実
施
す
る
中
で
検
討
す

る
。
ま
た
、
高
齢
者
等
を
は
じ
め
と
し

た
市
民
の
移
動
手
段
確
保
に
向
け
て
は

地
域
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
交
通
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
福
山
・
笠
岡
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で
検
討
す

る
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
へ

バ
ス
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保
を

問

交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
ま
た
高
校
生
な
ど

の
通
学
者
に
と
っ
て
、
路
線
バ
ス
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
移
動
手
段
で

あ
る
。
買
い
物
難
民
の
解
消
、
病
院

や
公
共
施
設
へ
の
巡
回
バ
ス
の
要
望

な
ど
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に

つ
い
て
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
バ
ス

路
線
の
再
編
の
中
で
、
施
策
に
反
映

を
。

池
上　
文
夫

市
民
連
合

（
75
分
）

国
道
２
号
の
交
通
渋
滞
対
策
は

問

高
速
道
路
、
都
市
高
速
道
路

直
轄
国
道
を
対
象
に
国
交
省
が
発
表

し
た
昨
年
度
の
渋
滞
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
国
道
２
号
に
お
い
て

福
山
市
内
の
３
区
間
が
上
位
を
占
め

る
状
況
で
あ
り
、
市
民
生
活
に
支
障

を
来
し
て
い
る
。
主
要
幹
線
道
路
の

交
通
混
雑
等
の
状
況
と
、
福
山
道
路

大
塚　
忠
司

新
政
ク
ラ
ブ

（
70
分
）

答

交
通
量
は
、
福
山
道
路
等
が
都

市
計
画
決
定
さ
れ
た
平
成
13
年
当
時
と

比
べ
、
全
体
的
に
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
、
渋
滞
は
依
然
と
し
て
著
し
く

市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
。
福
山
道
路
等
の
幹
線
道

路
網
は
、
市
民
生
活
の
安
全
性
、
利
便

性
の
向
上
、
社
会
経
済
活
動
の
活
性
化

を
図
る
も
の
で
、
本
市
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
都
市
基
盤
と

考
え
て
お
り
、
早
期
完
成
に
向
け
、
引

き
続
き
国
、
県
と
連
携
し
事
業
を
推
進

す
る
。

介
護
・
保
育
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

問

①
介
護
労
働
者
の
賃
金
は
全

労
働
者
平
均
よ
り
月
額
10
万
円
も
低

く
、
深
刻
な
人
材
不
足
で
あ
る
。
賃

金
や
労
働
環
境
の
整
備
の
た
め
、
市

独
自
の
処
遇
改
善
の
検
討
と
介
護
労

働
者
確
保
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

②
保
育
士
の
安
定
的
確
保
の
た
め
、

国
に
処
遇
改
善
予
算
を
抜
本
的
に
増

河
村　
晃
子

日
本
共
産
党

（
72
分
）

額
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
本
市
独
自

の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

答

①
国
は
処
遇
改
善
の
た
め
加
算

措
置
を
講
じ
て
い
る
。
本
市
も
適
切
な

介
護
報
酬
の
設
定
が
引
き
続
き
行
わ
れ

る
よ
う
全
国
市
長
会
を
通
じ
国
に
要
望

し
て
い
る
。
介
護
人
材
の
確
保
は
、
立

ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
人
材
確
保
推

進
組
織
に
本
市
も
参
画
し
取
り
組
む
。

②
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
に
、
さ
ら
な
る
処

遇
改
善
策
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
本
市

も
独
自
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
引
き
続
き
国
の
動
向
に
注
視
す
る
。

耐
震
化
の
状
況
は

問

①
県
の
防
災
拠
点
等
の
耐
震

化
率
は
、
２
０
１
４
年
度
末
全
国
最

下
位
で
あ
る
。
本
市
の
各
支
所
、
公

民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
率
と
、
耐
震
化
計
画
は
。

②
本
市
の
住
宅
耐
震
化
率
は
２
０
１

６
年
３
月
末
77
％
で
、
目
標
の
90
％

ま
で
に
は
今
後
２
万
３
４
０
０
棟
の

高
木　
武
志

日
本
共
産
党

（
73
分
）

耐
震
化
を
要
す
る
。
本
市
の
耐
震
化

補
助
率
の
引
き
上
げ
は
。

③
学
校
校
舎
耐
震
化
は
２
０
１
６
年

４
月
１
日
現
在
75
・
１
％
だ
が
、
残

る
小
学
校
63
棟
、
中
学
校
34
棟
の
耐

震
化
計
画
は
。

答

①
支
所
80
％
、
公
民
館
65
・
８
％

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
31
・
６
％
。

今
後
は
、
公
共
施
設
等
サ
ー
ビ
ス
再
構

築
基
本
方
針
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

②
補
助
制
度
も
含
め
、
国
の
動
向
を
注

視
す
る
。

③
耐
震
化
の
優
先
度
や
学
校
生
活
へ
の

影
響
に
も
配
慮
し
、
計
画
的
に
進
め
る
。

等
の
事
業
の
取
り
組
み
は
。


